
地域密着型サービス評価の自己評価票　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

土地柄を活かしつつ、地域の方との“ふれあい”を大事にす
る事、その人らしい実りある人生をご家族の方と一緒に支え
ていくことを理念としている。また、地域の中で信頼され愛さ
れるホームづくりを目指している。

全ての職員が、理念を意識して働いており、毎日の申し送り
やミーティング時などの機会を利用して、意識向上に努めて
いる 職員は理念を書いた用紙を名札に入れ 常に意識す

１．理念と共有

項　　目

1

2
理念に基づき個々の目標も意識づけたケアに取り組んで
いく。また、職員個々の目標も掲げ、半年毎に評価し、常○

取り組んでいきたい項目

管理者 職員 、理念を共有 、理念 実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的なつきあいができるよ
うに努めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

いる。職員は理念を書いた用紙を名札に入れ、常に意識す
るようにしている。

「理念」については玄関に明示すると共に、入所希望の見学、
入所時に他の情報と共に、ご本人、ご家族に説明し、日々の活
動においても、入居者へ理念実現に向けて取り組んでいる。ま
た、入居者が地域の方と日常的にふれあえる場面をセッティン
グするなど、積極的に理念を実践している。広報誌・連絡書等
へも記載し、地域への浸透を図っている。

3

4

町内会掃除（５月の溝掃除、１１月の土手一斉草取り等）への参
加や、地区のお宮の掃除などを入居者と一緒に行うことで、地
域の一員としての関係構築に努めている。また、井戸寺へ八十
八ヶ所参りのお接待は恒例となり、参拝者の方とのふれあいは
大きな喜びとなっている。また、地区のお祭りにも参加し毎年お
御輿もふれあいに立ち寄ってくれている。

2.地域との支えあい

近隣者への挨拶や散歩途中での挨拶また、近所の商店で
の買い物などを通じて、地域での交友関係、なじみの関係を
作っている。行事の案内状やボランティア募集の貼り紙、避
難訓練等のことわりなど、近隣者への働きかけや交流に努め
ている。

に意識して取り組んでいる。

5

○
隣に昔からの手作りの豆腐屋があり、入居者と一緒に豆
腐・油揚げなどを買いに行き、顔なじみになっている。更な
る交流を深めたい。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話 合 を 意 を ビ 向

管理者は日頃の業務の中から、運営推進会議等を通じて、
地域の方達に認知症ケアの普及に努めている。
ホームヘルパー２級の実習生受け入れ・福祉専門学校学生
の体験学習受け入れなど、人材育成にも力を注いでいる。

自己評価は職員全員が目を通し、質の向上に向けての取り
組みをしている。外部評価も全員が確認し、改善策を話し
合ったり、運営者への申し出事項なども検討したり、相談す
る体制へ持っていくよう努めている。

運営推進会議の席で、サービス利用状況や課題、これから
の取り組み等の説明をしたり、意見交換をしているが、会議
録は全ての家族の方に送付している。申し出や意見につい
ては前向きに検討し、実行に移している。また、介護保険制

6 ○

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

認知症ケアの指導者研修会、キャラバンメイトなどを通して
地域への広報に努めていきたい。

8
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

ては前向きに検討し、実行に移している。また、介護保険制
度に伴う情報確認や取り組み状況などを説明し、協力と理解
を得るよう努めている。

虐待にも通じる身体拘束委員会で定期的に勉強会、検討会、
取り組み等の話し合いをしている。また、関係者や地区の中に
該当者はいないか等の情報収集にも努めている。高齢者虐待
防止法について勉強会をもち、対応方法などルール作りを整備
し、虐待についての勉強会にも参加している。一人ひとりの精神
的ストレスを抱き続けないよう支援している。

今後も高齢者虐待防止法に関するより深い理解や、厳守
に取り組んでいきたい。地域の中で情報収集をし、早期発
見や対処に努めたい。

地域福祉権利擁護事業や成年後見制度の勉強会を開き
職員全員に周知していきたい。

11 ○

10 ○
家庭裁判所への問い合わせ、フレア徳島での勉強会など、
学ぶ機会があれば積極的に参加している。勉強会で学んだ
ことを、家族会等で説明している。

9

町の窓口にパンフレットや新聞を置かせてもらっている。徳
島市の保護課担当者とは、情報提供など、関係づくりに努め
ている。運営推進会議録や届出等の書類は郵送でなく、介
護保険課担当窓口に、直接手渡しして交流を図っている。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的 び個 あ 報告を

４．理念を実践するための体制

一部の職員だけでなく全職員が窓口となれるように心がけ
ている。

13

12 ○

内容や疑問点への質問に対して、十分説明を行い理解、同意
を得て入居いただいている。特に重度化した場合の対応の指
針、治療が必要となった場合や入院中の部屋の確保など、本人
様、家族様が納得して移っていいただけるよう何度も話し合いを
もち、支援している。また、退所先の相談にも応じている。

契約書の中に苦情相談受付の係りがいることが謳われてい
る。また、玄関の表示物の中にもある。ご意見箱も設置され
ている。入居者の日頃の言動の中から、不平不満や不安な
ことなど、言いたくても言い出せないようなことはないか、思い
を汲み上げる努力をしている。

日々の様子や行事への参加の楽しい雰囲気が解るように
個々にふれあい思い出づくりを作成し面会時にみていた
だいている。

14 ○

〈家族会〉〈運営推進会議〉で事業所報告をしている。ふれあ
い新聞を定期的に発行し、本人様や家族の方に配布してい
る。個々の健康状態など、ケアプランをお渡しする時や面会
時に報告している。季節の挨拶状を出している。お小遣い帳

定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合

だいている。

15 ○
家族会に出席されない方についても、サービスの内容や
家族参加の行事等について、意見を出してもらう機会を作
りたい。

時に報告している。季節の挨拶状を出している。お小遣い帳
に家族様の確認をいただいている。

家族会や個々の面会時に、訴えや不満など尋ねるようにし
ている。意見や不満の申し出が不利につながらないよう配慮
している。書類を作成し、経営者側にも内容が分かるように
し、グループ全体で取り組むようになっている。また、解決に
向けての取り組みについても記録し公表している。

業務の中で、ユニットごとに話し合いの場を持ち、意見交
換を行っている。日々の申し送りを記録して、読み返せるよ
うにしている。

17

16 ○

毎日の申し送り等で職員から意見を聞いたり、日頃の日常会
話の中からもヒントになるようなことを耳にすると、皆に諮った
りして、意見や提案を言いやすい雰囲気づくりに努めてい
る。運営者が直接職員と話する機会は少ないが、管理者は
皆の意見や希望がスムーズに届くよう働きかけをしている。

入居者様の身体の状況に合わせ、連絡網を作り、即応でき
るシステムを構築している。職員の急な休みは応援体制がと
られている。また、人員配置を考えて外出・外食などの行事
に対応している。

研修マニュアルに乗っ取り、引きつぎの時間もとり、異動し
てもすぐ対応できるようにし、職員全員でフォローしてい
る。

18 ○

管理者の交替はなく、各ユニットの職員は極力固定化し、入
居者様となじみの関係を維持している。職員全員が常勤職
員なので、夜間等でとまどわないよう１・２階合同行事があっ
たり、行き来することで落ち着いた生活を送れている。ユニッ
トにとらわれず 入居者様同士が気軽に行き来でき ふれあ必要最小限に抑える努力をし、代わる場合

は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている
トにとらわれず、入居者様同士が気軽に行き来でき、ふれあ
う場を持っている。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

運営者は 管理者や職員のストレスを軽減す

５．人材の育成と支援

19 ○
グループホーム協会や社協の研修を中心に積極的に参
加している。事業所以外で開催される研修になるべく多く
の職員が受講するようにしたい。

管理者、職員共にケアの向上に努め、法人内の勉強会にも
頻繁に参加している。ホーム外講習による学習会を企画・実
施して、技術向上や資格取得に向けての取り組みに対し指
導・応援している。また、年間研修計画により、計画的に研修
に参加している。運営者からは研修費用の負担など、支援
がある。

21 ○
職員の疲労やストレスの要因について気を配り、職員同士

20

グループホームと事例検討等の勉強会を重ねている。また、
相互訪問をしたり情報交換をしたり、知恵を出し合ったりと切
磋琢磨してサービスの質の向上に向けた取り組みをしてい
る。相互評価事業に参加をし、他所のグループホームの工
夫点や取り組みを職員に紹介すると共に、今後のケアの参
考にしている。今後さらに交流の機会を増やしていきたい。

グループ総看護長・ふれあい会議、グループホーム合同会
議での意見交換、悩みの相談などを行っている。また、関連
機関においても相談できるシステムが整えられている 休憩運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す

るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

自施設で難しい事はグループ内で相談・連携し、いろいろな
方面でのいろいろな困り事、心配事に対し対処できる可能性
を示し、一つ一つ不安材料を取り除く努力をしている。入所
には至らないケースでも、相談に来てくれた家族の思いを聞
き、共感・理解できるよう、真摯に話しを聴いている。

24

21 ○ の人間関係を把握したりするよう努めている。
機関においても相談できるシステムが整えられている。休憩
時間や毎日の申し送り時などを利用して管理者は職員の日
頃の疑問や思いを汲み上げる努力をしている。

今後も個々の職員の意見・考えを聞き入れ向上心を持っ
て働けるよう努めていく。

23

22 ○

研修・勉強会への参加を積極的に働きかけ、支援し、スキル
アップを図っている。また、個人目標に対しての取り組みや
資格取得に向けて努力しているのに対し、全面的に応援し
ている。全員が有資格者となることを目指している。

見学時、体験入所時など、実際に生活をみていただくことで、本
人様は何に不安を感じているか等、思いをしっかり汲みとり、新
しい環境に対する不安軽減に努めている。また、家族様からも
本人様の日頃の体調・生活リズム・思いやどういう場面で訴えが
多いかなど、情報収集をしっかりして、入所後の安心感につな
げるケアに活かしている。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず 緒 過ごしながら喜怒哀楽を共 し 本

入所相談を受けて、本人や家族が困っていること、必要な支
援は何かなどを判断し、説明、相談、確認作業をしながら、
状況を把握し納得のいくサービスを探していくようにしてい
る。入所以外のサービスを紹介することもある。

いきなり入所となるのではなく、見学をすすめたり体験入所で雰
囲気を感じていただいている。レクや一緒に食事をしたり、居室
の使い勝手を確認して、納得して入所していただくようにしてい
る。少しでも転所のダメージを少なくする気配りをしている。入居
前に遊びに来ていただき、施設の雰囲気を感じていただいてい
る。不安が強いと感じる場合、家族にも協力を得ている。

味付けや調理方法、コツなど、季節にあった野菜を教えても
らったり、一緒にすることで共に支えあう良好な関係を築いて
いる。その人なりのできること、できないことを分け合い、助け
合うことでお互いが支えあう関係であるという意識をもちなが

○

管理者が不在時でも、他のスタッフが相談を受け必要な
サービスが見極められるよう努力し、連携を通じて広い範
囲でその人にあったサービスを検討できるよう支援してい
きたい。

25

26

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本
人から学んだり、支えあう関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えて
いく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え

合うことでお互いが支えあう関係であるという意識をもちなが
ら共に生活している。また、回顧録や回想法をもちいて、昔
の暮らしや行事・思い出などを語り合っている。

なじみの病院、美容院など家族様の協力を得ながら支援し
ている。また、毎月墓参りを続けている入居者もおり、一人ひ
とりの生活習慣を尊重している。家族様との外出や外泊など
も、体調について情報交換しながらおおいに勧めている。

28 ○

29

定期的に面会ある人もいれば難しい人もいる。手紙やはが
き、電話等で関係が疎遠にならないような手伝いをしてい
る。家族参加型行事の案内状を出したり、花見等で一緒に
外出を呼びかけたりと家族に働きかけている。年末年始、お
盆など、家族の協力を得て自宅へ帰る方もいる。

31 ○

生け花や和裁等の入居者一人ひとりの趣味を活かしたり、
得意な事をしていただいている。また、役割分担を通して、
入居者様同士の関係も築けるよう支援しており、共同生活
が苦手な方に対して 利用者同士の関係がうまくいくよう職

30 ○
これからも家族と連絡をとり可能な限り家族と過ごしたなじ
みの場所への外出を勧めていきたい。

入居者一人ひとりのコミュニケーションの特徴を把握してい
る。孤立しないように、職員が間に入り、友好な関係や互い
に助け合う関係づくりを支援している。仲良し同士がお茶に

面会回数が少ない入居者様に対しては、電話報告などを
して本人様とも話し合ってもらうなど支援し、ふれあう機会
を増やしていきたい。

受診時一緒に付き添ってもらったり、ドクターの話を聞いても
らったり、他科受診をお願いしたり、協力しながら本人様を支
える関係づくりをしている。日々の暮らしの様子を伝え、知る
ことで、離れていても家族も同じような思いをもっていただけ
ていることがある。

27

立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

が苦手な方に対して、利用者同士の関係がうまくいくよう職
員が調整役となっている。

誘い合う場面など、微笑ましく見守りながら、支援している。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らないつきあいを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

人ひとり 生活歴や馴染み 暮らし方 生

入居時などご本人やご家族を通して、状態や生活スタイルの
把握に努めている。しかしながら、入所されてからも生活歴

折々に様子を聞いてあげたり見舞ったり、電話や年賀状で
家人様と交流したり、挨拶やふれあう関係を続けている。また
系列病院や施設に入所されている場合は定期的にお見舞
いに出掛け関係を保てるよう努力している。

「サービス計画書」の利用者意向欄には、なるべく本人様に
記入してもらっている。もしくは思い・意向を傾聴し、できるだ
け近い言葉で記入している。日頃の会話の中や表情・行動
からもヒントや思いが聞こえてこないか気を付け、希望・悩み
等を引き出す努力をし、職員間で共有している。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

33

情報収集の為に必要以上プライバシ に踏み込まないよ

32

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

把握に努 る。 な ら、入所され らも 活歴
や生活環境等のライフスタイルの情報収集を行っている。新
たに分かった情報は入居者台帳に追記した上で、職員全員
に申し送っている。

「介護観察記録」で一日の心身状態の把握に努め、「ケア
チェック表」で個人に応じたプランの評価を毎日チェックして
いる。また「役割分担表」で本人のできることを把握している。
基本的には本人がしたいようにしてもらっている。また、心身
状態変化にすぐに気付き対応できるように心がけている。

個別プランを立案し、入所者一人ひとりの生活リズムや思い・
要望を反映させるようにしている。利用者主体とするため、
ニーズを把握し、「～したい」と本人様が望むケアプランへと
取り組んでいる。スタッフ全員で意見を出し合い、介護側も
「～したい」のプラン作成を心がけている。

本人様の意向、家族様の意向を尋ね、ケアプランに活かせ
るよう努めている。また、ＡＤＬが大きく変わった時、プランに
無理が生じた時、そして定期的に計画を検討し、新たな計画
については本人様、家族様に説明して、同意を得るようにし
ている。ＡＤＬ変化の少ない入居者についても、３ヶ月毎に計
画書を更新し、コピーして家族様にお渡ししている。

37

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35 ○
できない事よりできる事に注目し、その人全体の把握に努
めていく。

これからもミーティング時、職員は介護計画に基づいた共
通の目標を確認していく。また、知り得た情報は共有し更
なるケアの向上に努めていく。

○

34 ○
情報収集の為に必要以上プライバシーに踏み込まないよ
う留意していく。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて 民生委員や

毎日のバイタルや状況観察に努め、「介護観察記録」「生活記
録」に記録し、職員全体で状態を把握することにより、状態変化
に応じた計画作成に取り組んでいる。水分量、食事量、排便の
有無など、体調変化に早く気づくと共に、適切な対処を心がけ
ている。各入居者様の担当制にしており、より細かなケアができ
るよう状況把握に努めている。

入居にあたり、不安を抱えている人に対しては、体験入所を
していただき、入所困難な場合、適切な居場所やサービス
紹介など支援している。医療連携体制により、毎日馴染みの
看護師の訪問があり体調を看たり、Ｄｒへの相談など、２４時
間体制にある。

38 ○

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

ケアチェック表で１ヶ月の評価を担当者が行っている。

今後は 小中学生との学習となるような場を考えていきた

39 ○
身体の状態により、リハビリが必要であれば系列病院のリ
ハビリに通う支援をしている。

地域の保育所との交流やボランティア受け入れ、研修生受
け入れ等を行っている。近所の方より花や布地などの提供を

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

今後は、小中学生との学習となるような場を考えていきた
い。

41

40 ○

本人の申し出により、地区の馴染みの訪問理美容サービス
を利用している。散髪やヒゲの当て方など、本人の希望通り
に応じてくれている。出張パン屋も希望日にきてもらい利用
しており、好みの品を選んだり、お金のやり取りをしたり、お
やつにも使っている。本人の希望により、送迎サービスを利
用してリハビリに通われている方もいる。

受け、入居者様の楽しみや、裁縫などに使わせてもらってい
る。家族の一人が警察官ということもあり、色々アドバイスや
協力を得ている。

43

42

運営推進会議に参加していただき、アドバイスを受けてい
る。家庭裁判所への申し込み、公証人手続きなど、必要な情
報を収集している。他所の取り組みについて、よい取り組み
や応用できる取り組みについて模索している。

協力病院に専門の科がない場合、家族様にお願いをし、受
診していただくこともある。家族の都合のつかない場合、急な
受診の場合などは職員が代行することもある。入居前からの
かかりつけ医があれば、希望を尊重して受け入れている。病
状の悪化がないよう、早めの対応を心がけ、受診結果は家
人・職員共に共有している。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

45 ○
介護職員と訪問看護ステーションの看護師とはいつでも気
軽に相談できる関係ができている。

44

連携医療機関に相談できる体制にある。認知度や対応につ
いての指示や助言をもらえる。また、入所にあたっては家人
様も立ち合ってもらい、認知症であるかどうかの診察をうけて
いる。

協力医療機関があり、電話相談や訪問相談にも応じてもらっ
ている。医療連携体制により、毎日なじみの看護師による訪
問・相談・支援が受けられる。その為、協力医療機関との連
携も密にとれる体制となっている。

46

協力医療機関にて入院を受け入れていただいていると共
に、医療連携室を通して、適切な入院医療機関他の紹介を
うけている。また、グループ施設連絡会議で回復状況を尋ね
たり、Ｄｒや家族とも情報交換しながら、退院から帰設までの
支援をしている。

いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

47

カンファレンスや受診時の報告、チームケア報告書を作成し
ている。日頃から本人様、家族様とコミュニケーションをとり、
何度も意向を確認しつつ、職員間で情報を共有している。し
かしながら決定場面では、家族様とＤｒとの話し合いで決定さ
れる場面も多く、今後の課題としたい。

終末期にむけて職員の連携、他の入居者への影響等、
様々な事を考慮し、体制づくりに取り組んでいきたい。ま
た、職員一人で考え込まず不安なく対応ができるよう、終
末期についての勉強も行っていきたい。

49

48 ○

介護が重度化してきても症状の変化に伴い、今後の方針を
治療が必要かどうかを見極め、協力医療機関と連絡相談を
密にして、十分な検討を行い、本人様の意向にそえるよう、
家人様と協力しながら、支援している。重度化してもすぐ退
所をせず、入居を継続しながら訪問看護により点滴などの処
置や、診察を受けたり、チームケア計画書にそった介護が受
けられる。

紹介状・サマリー・入居録などから、個人の情報を十分申し
送り、住む場所が変わっても同じようなケアの継続が得られ
るようサポートしている。また、お気に入りの物が目に付く所
にあるよう、また取り出しやすい場所にあるよう、不安軽減に
努めている。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○

職員の指示を押し付けるのではなく希望を聞き出せるような問
いかけをし、日常の中の表情・言動から伝えたいことに気付き、
意見を引き出せるようにしている。外出時のメニュー選びや買い
物など、入居者の希望を尊重している。役割についても話し合
いをして分担表を作成している。日頃から入居者の個々の意見
がでるよう信頼関係に努めている。

入居者個々の時間の流れを尊重して支援している 訴えに

常に入居者一人ひとりに気を配り、プライバシーを損ねないよう
介助している。また、個人情報保護管理委員会で保護法の理
解に努め、毎日の申し送り時にも、個人名などが他に漏れ聞こ
えないように配慮し、意識づけをしている。プライバシーに関す
ることは職場を離れても話さないよう注意しあっている。

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

51

50

伝えようとすることに気付き、さりげないケアに心がけ、職員
の決めたことをやってもらうのでなく、入居者一人ひとりの
できる事への支援や、複数の選択肢を準備し、入居者自
身で決められる場面を提供していく。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

食事の準備（調理・盛り付け・配膳）片付けを一緒にしてい
る。職員も同じテーブルで同じ物を食べ、食事中はゆっくり
食事をして会話を楽しんでいる。固い物が苦手な方には、断
りをいって小さく刻んだり、すりおろしたりして食べやすくして
いる。

職員は入居者様の嗜好物を理解し、本人様の状態に合わせて
おやつや食事を提供している。食材購入時は、入居者様も一
緒に行き、希望を聞いて選んでいただいている。コーヒーや甘
酒を提供したり、梅酒が飲みたいというリクエストもあり、寝酒とし
て楽しんでもらっている。時々、ふれあい喫茶を開き、喫茶店で

55

○
好きなメニューを聞き、時々献立を替え、リクエストの多い
ちらし寿司などを作ったりし、食事を楽しんでもらっている。

入居者個々の時間の流れを尊重して支援している。訴えに
対しても実施できるように臨機応変に対応し、また、入居者
の希望を表したりすることを大切にし、それを促す取り組みを
日常的に行っている。寝ることや食べること、歌うこと、一人で
居室でくつろぎたいなどその人らしい楽しみを尊重してい
る。

好みの衣類や整容を行ってもらいさりげなく季節に合わせた
衣類選びに支援している。また、家族様と一緒に外出し、長
年利用している美容院へ行っている方もいる。お化粧クラブ
を実施し、普段化粧していない方も、思い思いに口紅やファ
ンデーションを塗り楽しんでいる。

54

53

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

常的に楽しめるよう支援している 楽 も 。時 、 れあ 喫茶 開き、喫茶店
過ごすような雰囲気も楽しんでもらっている。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

尿カテーテルを使用されている方もいる為、手洗いの声か
け、手指用消毒剤使用など、感染症については十分に気
を付けるように心がけている。

57

56 ○

声かけや早めの誘導で、失敗のない排泄支援をしている。
自然な排泄、自立への支援をしている。後始末も目立たな
く、さり気なく、素早く、対応できるよう気をつけている。プライ
ドを傷つけないよう、配慮している。

日中だけではなく希望を聞いて、夜間入浴もしている。体調
に合わせ、順番が片寄らないよう配慮している。拒否される
方には、足浴で対応したり、熱め、ぬるめ、長湯などできるだ
け希望を聞いた対応をしている。時々、入浴剤も使用し、気
分転換を図っている。

一人ひとりの体調や表情、希望等を考慮してゆっくり休息
がとれるように支援している。

58 ○

睡眠パターンを把握し、日中は活動できるよう支援している。
不安があれば、温かい飲み物を出したり、話かけるなど安定
した眠りにつけるよう支援している。睡眠の浅い方などは、様
子を見ながら日中に休息をとってもらうよう支援している。そ
の他、夜間の照明も本人の希望に合わせて行っている。

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59

入居者の能力に応じた役割分担表を作成している。無理強
いせず、楽しみ事や出番を見い出せるようにしている。切り
干し大根や、干し柿作りなど経験してきたことを活かした場面
を作っている。お接待用の巾着作りや、外周りの草取りや掃
除など、張り切ってされる方に感謝しつつ支援している。

61

60

家族と相談して、入居者本人に管理してもらうようにしてい
る。管理できない入居者はホームが預かり、一覧表の作成も
しており、また希望に応じて買い物時など、好きな物を買って
いただくよう支援している。残金は、家族様にチェックしてい
ただいている。お小遣い帳を作成し、何を買ったか分かるよ
うにして、レシートを貼り付けている。

外食やドライブ、買い物等出掛ける機会をつくっている。天
気の良い日には散歩に出掛け、歩行困難の方も車椅子等を
利用して外に出る事で気分転換を図り、季節感を味わい外
出の楽しみを持ってもらっている。ポストに葉書を投入する、
買い物に出掛けるなど戸外へ出掛ける支援をしている。

高齢化でＡＤＬが低下してきているが、家族様の協力を得
て、なるべく外出できるよう支援していきたい。

62 ○

家族とも相談し、帰宅、墓参りなど一緒に外出することができ
ている。また個別にドライブに出掛けている。実現が難しい
場合には、写真や映像をみて会話する等の対応をしてい
る。年間行事計画の中に、リクエストのあった外出先を盛り込ろ 、個別ある は他 利用者や家族 も

出かけられる機会をつくり、支援している むなど、家族の協力を得ながら、実現にむけ取り組んでい
る。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており 身体拘束をしないケ

（４）安心と安全を支える支援

63
本人の希望により、子機を渡して電話できるよう支援してい
る。年賀状を書いたり、贈り物に対するお礼の葉書を出すな
ど、できるだけ自筆のサインが入るよう支援している。

防犯の為、１８時には一旦施錠しているが、仕事帰りや、家
族様の都合に合わせていつでも来ていただけるように伝え
ている。

65

64 ○

日中は玄関を開放し、いつでも来てもらいやすく居室かホー
ルでお茶を飲みゆっくり過ごしてもらうよう配慮している。家族
様が対応に困っている場合には日頃の良い点を中心に話
し、間を取り持つようにし気兼ねなくくつろいでいただけるよう
な雰囲気づくりに努めている。

身体拘束委員会を立ち上げ、身体拘束による弊害を理解す
るよう勉強会をしている。特に日常生活の中で、精神面や言
葉の拘束等には職員同士が注意しあい気を付けている。身
体拘束のない実践を全職員でしている。身体拘束をする場
合は 同意書に家族のサインをもらい 実施状況の書類も残為」を正しく理解しており、身体拘束をしないケ

アに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り
組みをしている

○事故防止のための取り組み

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

合は、同意書に家族のサインをもらい、実施状況の書類も残
している。

今後も職員の見守りを徹底し、また一人ひとりのその日の
気分や状態をきめ細かく把握し、鍵を掛けない工夫を行っ
ていく。

67

66 ○

手薄になる場合は戸締まりとしてユニット入口を閉める場合も
あるが、通常は開放し、玄関の来訪者や１Ｆ２Ｆ利用者の自
由な行き来をさりげなく把握し、見守りしている。入居者様が
外出しようとしていたら、止めるのではなく、散歩や買い物等
に行き、気分転換を図っていただいている。

入居者が今、どこにいるのか一人ひとりを把握し、プライバシー
にも配慮して安全に生活していただいている。居室等で過ごさ
れている入居者様へは、できるだけ訪室するよう配慮している。
夜間帯での入居者への入眠の把握など、常に対処しやすい、
動きやすい居場所をキープしながら巡視している。

69 ○
同じ事故がないよう心がけ、繰り返しの指導や意識付けが
必要である。これからもリスクマネージメントの講習等を受
講し、知識を高めていく。

68

薬は詰所の鍵のかかるロッカーに保管し、包丁類は夜間、専用
のケースに収納している。洗剤等は、一ヶ所に収納して蓋をす
るなど目立たない工夫をしている。入居者の状態に応じた形で
危険物の管理を行い、個々でハサミ・爪切り等管理する方や、
共有の物は見守りのもと、自由に使ってもらっている。

月に一回、安全管理委員会を開催し、事故発生報告書やヒ
ヤリハット報告書の見直しをし、事故等にあった経過を職員
で話し合い、対策や予防について検討し、事故を未然に防
ぐ為のルールを取り決めている。万が一、事故が起きた場合
はただちに受診し 家族 の説明と経過報告を行 ている事故防止に取り組んでいる はただちに受診し、家族への説明と経過報告を行っている。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、日
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

誤嚥など利用者の身体状態の急変や、事故発生時に的
確な対応ができるよう定期的に勉強会を行っていきたい。

71 ○
災害時、職員は非常招集する旨、連絡網に記載されてい
る。災害時に備えて、非常用食料や備品の充実を図って
いく。

70 ○

協力医療機関からの勉強会で緊急時の対応の仕方等講習を
受けたり、他のＧＨでの対応の仕方など情報交換している。ま
た、ＡＥＤの講習会で学んだ事を忘れないよう自ら学習したり、
受講したりしている。慌てないように急変時対応マニュアルを作
成し、緊急時対応方法の指示、指導をいただける体制も整って
いる。

災害時のマニュアルも作成しており、年に２回避難訓練を
し、消火器の使い方、避難救助方法などを確認しあってい
る。また入居者には頭を守る、口にタオルをあてる、エレベー
ターには乗らないなどを説明し、避難経路を実際に移動して
もらっている。また近所の方への避難訓練の案内、運営推進
会議を利用して地元役員への協力依頼などを行っている。

72 ○

帰宅願望の強い方、自由にいつも外に出たい方など、一人
ひとりの要望や希望を把握し、極力叶えられるよう努力はす
るものの、勤務体制や状況によりリスクと背中合わせになって
難しい場合もあることを、面会時や家族会などで説明し、理
解を得るようにしている。

自由な暮らしの大切さとリスク、事業所の取り組みを丁寧に
説明し、理解を得られるように努めている。

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
を

73 ○
夜間でも職員が戸惑わないよう熱発時の対応について書
式化している。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

朝のバイタルチェックを中心に、体調不良者への再チェック
を行い、早め早めの対応を心がけている。また透析者は１日
４回のバイタルチェックで、変調に早く気付き、職員間で情報
を共有し、協力病院への連絡、指示受けなどの体制を充実
させている。

便秘薬については体調に合わせて調整している。

75 ○
入浴時便秘体操、腹部マッサージを行ったり牛乳を飲んで
いただいたりしている。

74 ○

個々の使用している薬剤の治療目的、用法、用量、副作用
等を薬局よりもらい、個々のファイルに綴じている。定期的に
薬受け時に受診し、変調など伝えている。職員は個々の治
療目的を把握しており、服薬を支援している。医師、薬剤師
等の連携体制を整えている。

野菜を多く取り入れたメニューや手作りおやつで工夫したり、
水分チェック表に記入し、水分量の少ない入居者様にはお
茶だけでなく、飲みやすい品を用意している。体操、散歩等
身体を動かす声かけや誘いかけをし、自然な排便が個々の
健康管理の基本と考え、特に注意している。下剤を飲まれて
いる方は、服用することで習慣化され落ち着かれている。

歯についての院内勉強会等もあり職員全員が口腔ケアの
大切さを理解している。また無料訪問歯科検診を受けた
り、これからも入居者様の口腔ケア向上に繋げていきた
い

76 ○

毎食後、歯磨き、うがいの声かけをし、自力でできる人、見守
りの必要な人、介助の必要な人への支援をしている。特に口
腔内の清潔保持は身体の健康保持に最重要と認識を持ち、
重点をおいて取り組んでいる。定期的に入居者の口腔外来

をしている い。
重点をおいて取り組んでいる。定期的に入居者の口腔外来
受診を応援してくれる家族もいる。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝
炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

77 ○
本人希望や義歯の調子を考慮し、主食をお粥や柔らかめ
のご飯に変更したり、水分摂取量が少ない方に対しては別
の飲み物を出したりと個別支援をしている。

献立やカロリー計算は専任の栄養士が作成してくれているが、
行事食や誕生会の特別メニューなど、独自の工夫もしている。
病歴により、カリウム減、塩分制限など、その人に合った下ごしら
えや盛り付けをしている。極端に食事量、水分量が低下した方
には、代替品（栄養ドリンクなど）を提供している。食べたい品を
リクエストしてもらい一品加える事もある。

79 ○
食材管理、除菌には常に気を付けており、グループ内の
勉強会や衛生管理委員会を通じ、職員全員が周知してい
る。

78

マニュアルに沿った対応で、手洗い、うがい、消毒など実施。食
品は殺菌、布団干し等実施、感染症に対する勉強会など参加
している。常に新しい知識の習得を心がけている。予防だけで
はなく、羅患した場合の対応策もマニュアル化している。職員は
全員が、入居者は希望者が毎年インフルエンザの予防接種を
受けている。

毎日の掃除、食器の洗浄、食品の新鮮管理、布巾の除菌等衛
生管理に努めている。職員間で注意し合い、意識向上に努めて
いる。見た目でなく、除菌剤（ハイター等の塩素剤）での洗浄を
行っている。また、賞味期限のチェックや定期的に冷蔵庫内の
掃除も行っている。その他キッチン周りは週に一回のアルコー
ル消毒を行っている。

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

食堂、リビングには机、椅子、ソファーがあり使いやすい配置
がされている。季節感を感じられるよう、その時期に合わせて
飾り付けもしている。テーブルに季節の花を飾ったり、調理に
かかる前の野菜や旬の魚などを見せたり触ったり、名前を言
い当てたりして、五感で楽しんでもらう工夫がある。

（１）居心地のよい環境づくり

81 ○
換気扇のライトが気になる方に対し、目隠しになるような工
夫をしている。ハード面において今後も季節に合わせ居心
地のよい空間づくりを入居者様と共に行っていく。

80

玄関に季節の花を置いたりして、家庭的で暖かい雰囲気づ
くりに気を配っている。賑やかで明るく楽しい空間づくりを目
指し、訪問者も入居者も職員もみんなが笑顔で過ごせるよう
明るい挨拶で対応する。屋内、外とも明るい色調でまとめ、
木目調が効いた家庭的で暖かい雰囲気となっている。

居室には、馴染みの持ち込み品等があり、共用空間はリビン
グで思い思いに過ごせるように工夫されている。また、廊下
にはソファーを置き、窓から外の景色を眺めるなどして部屋
やホール以外でも気の合った方と一緒に過ごせるようにして
いる。

ル消毒を行 て る。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

82
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ

居室には、タンス、時計、テレビ、じゅうたん等馴染みの持ち込
み品があり、共用空間にはリビングで思い思い過ごせるように工
夫されている。居室には家族の写真を飾ったり、通院日に印が
してあるカレンダーを掛けていたり、使い込んだソファーを置い
ている方もいる。化粧品の大きな鏡を持ち込まれている方など、
それぞれ個性が見える。

居室のポータブルトイレはこまめに洗い清潔を心がけ、部屋
やトイレの換気扇を回したり、一定時間、窓やドアを開放し風
が通るようにしている。冷暖房はつけっぱなしにせず、細かく
スイッチを操作しており、乾燥しすぎることのないよう濡れタオ
ルを干すなどして気をつけている。居室などについては、入
居者の選択を優先し、入居者の感覚で温度調節している。

一人ひとりが安全に、自立した生活が送れるよう、滑り止め
マットの実施、浴槽の手すり、流し台の使い勝手の工夫もし
ている。バリアフリーの造りで、小さな段差でつまずいたりし
ないような配慮をしている。車椅子用のトイレ、歩行器で入れ

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

ポータブルトイレ使用の方はお部屋に芳香剤を使用して
おり、嫌なにおいのない清潔感あふれる雰囲気を大切にし
ている。

85

84 ○

83

、安全 きる け自 生活 送れ
るように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

な ような配慮をして る。車椅子用 トイ 、歩行器で入れ
るトイレなど、気兼ねなく安心して排泄できる工夫をしてい
る。

目印など一人ひとりの状態に合わせ工夫し、自分の力で動ける
環境づくりに取り組んでいる。役割分担表を作成しており、得意
な人が役割意識を持ちお手伝いできるよう声かけし、力を発揮
できる場面を作っている。また、環境変化により混乱しないよう、
声かけを行い不安要素の除去に取り組んでいる。

入居者全員が何らかの役割を持って、できることを自ら
行ってもらえるようにしている。しかし、役割の少ない方に
対して職員一同で再度話し合い、活動の場が広がるよう環
境整備を行っていき、個々の生活意欲がわくよう支援して
いきたい。

87 ○
キュウリやプチトマトを育てており、成長を見守り、収穫する
喜びを感じてもらっている。

86 ○

プランターでは野菜や花を育てており、水やりができるよう配
慮し、野菜の収穫を楽しみにしている方もいる。玄関周辺に
も鉢植えを置いてある。また外周りのスペースを活用し、夕涼
みや日向ぼっこをしながら歌を唄ったり、建物の横を往来す
る方と挨拶を交わしたりしている。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼ全ての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている ③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族と

○ ②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

た表情や姿がみられて る

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
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○ ①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

①ほぼ全ての家族等が

○ ②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

 地域の方との挨拶や、コミュニケーションを大切にし、認知症高齢者に対する理解を深めるきっかけとなる様、人と人とのふれあい、地域とのふれあい、一期一会の出会
いを大切にするという事を目標に職員一同、愛されるホーム作りに取り組んでいる。春には花見・ひな祭り・節句、夏にはそうめん流し・かき氷大会、秋には敬老会・菊人
形、冬にはクリスマス会など四季折々の行事を多く取り入れて地域の方、家族の協力を得て季節を感じて頂いている。また、春にはお接待に出掛け、参拝者との交流を図
り、その方々よりお礼状を頂いたことでより深く、入居者様の存在価値を認められたことで、大きな喜びとなっている。施設内において家庭的な雰囲気や個別性を重視し、
体操やレクリエーションを楽しんでもらい、入居者様と一緒に野菜作りや、その時期の旬の野菜を使っての３食手作りの調理・洗濯・掃除・ゴミ出しなど、一人ひとりが出
来ることを活かし役割を持って生き生きと過ごされている。職員も入居者様が不安・不満を感じることなく楽しみを持って頂けるよう自主決定できる場面を作り、最大限に
発揮出来るよう支援している。家族様とのコミュニケーションや連絡を大切にする事により、家族間との信頼関係を築け「安心して任せられる」と言ってもらっている。
又、単独施設であるが、母体病院、クリニック、訪問看護ステーションとの連携もとれており、急変時、緊急時においても２４時間迅速に対応できる体制を取っている事
で、皆様が安心して生活を送られている。これからも、入居者様のかけがえのない日々を家族様と共に、大切に見守っていきたい。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う
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